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第 1 回 PC の環境設定/printf

ソフトゼミ A では結構有名うなプログラミング言語、「C 言語」を学んでいきます。

第１回目は、この「C 言語」を自分の PC でも使えるようにする環境の設定の仕方と、最も

簡単な関数の printf の使い方を説明していきます。

拡張子の表示

拡張子というのはファイルを見た時に、それがどのようなファイルなのか判断するために

書いてある文字列のことです。自分で作ったプログラムがコンパイルできているかどうか

の確認にも使えるのですが、Windows のデフォルト設定では拡張子が見えないので、見え

るよう設定します。

Xp:「マイコンピュータ」→「ツール」→「フォルダオプション」→「[表示]タグ」→「詳

細設定の項目の下から３番目にある[登録されている拡張子は表示しない]のチェックをは

ずす」→「すべてのフォルダに適用」→「OK」→「OK」

Vista:「コンピュータ」→「整理」→「フォルダと検索のオプション」→「表示」→「詳細

設定の項目の下から３番目にある[登録されている拡張子は表示しない]のチェックをはず

す」→「OK」

で設定完了です。

コンパイラーを手に入れる

まず http://www.codegear.com/jp/downloads/free/cppbuilder の下から二番目にある

C++Compiler 5.5/Turbo Debugger でアンケートなどに答える（メールアドレス以外はで

たらめで構いません）などの手順を踏んで「freecommandlinetools2.exe」という exe ファ

イルを適当なところに落としてください。そして、その exe ファイルを実行していくと

C:¥borland¥bcc55 という exe ファイルができると思います。ここまでできればコンパイラ

ーの入手は成功です。

ちなみにコンパイラーとは C 言語で書いたプログラムを PC の理解できる形に変換する仕

事をするのがコンパイラーです。
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環境設定ファイル・環境変数をいじる

c:¥Borland¥Bcc55¥Bin のところに

-I”c:¥Borland¥Bcc55¥include”
-L”c:¥Borland¥Bcc55¥lib”

という内容の「bcc32.cfg」というファイルをメモ帳等で作ってください（拡張子に注意)。

そして、同じ c:¥Borland¥Bcc55¥Bin のところに

-L”c:¥Borland¥Bcc55¥lib”

という内容の「ilink32.cfg」というファイルも作ってください。

つぎに環境変数をいじります。

これを間違えるといろいろと大変なので慎重に行ってください。

「「マイ コンピュータ」を右クリック」→「詳細設定」→「環境変数」

とやると上のようなのがでてきます。

丸で囲ってある「新規（N）」というのをクリックしてください。
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すると上のウインドウがでてきます。

そこで

変数名（N）に PATH

変数値（V）に C:¥borland¥bcc55¥Bin

とうち「OK」をクリックしてください。

そのあと環境変数の丸の上のところに「PATH」があるかどうか、正しく打たれているかを

確認し「OK」をクリックすれば設定完了となります。

なにか間違いがあっても「キャンセル」をクリックすれば元に戻るのでもう一度やり直し

てください。
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コマンドプロンプト

とりあえず今までの設定が正しくできているかを調べてみましょう。

「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」とや

るとコマンドプロンプトが開きます。ここで[bcc32]と打つと

なかなか訳のわからない文字が出れば設定は無事成功しています。これ以外が出てきてい

るようなら、どこかで失敗しているので今までの操作を確認しながらやり直してください。

ここで少しコマンドプロンプトについて説明していきます。

カーソルがある行の左側の下線部のところが今見ているフォルダ（カレントディレクトリ）

のアドレスを示しています。フォルダを移動するには[cd （移動先のアドレス）]とやると

移動できます。

自分で書いたプログラムをコンパイルする時に必ず使うので覚えときましょう。
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printf

printf とは文字を画面上に表示する関数です。とりあえずサンプルプログラムを実行すると

ころまでを順を追って書いておきます。

・lesson01.c (←＊注意 C 言語なので拡張子は.c です)

#include <stdio.h>

int main( void){
printf( “エレ研です。よろしく¥n”);

printf( “%d+%d＝%d¥n”,1,1,1+1 );

return 0;
}

を適当なところに保存する。（例では c ドライブに Source というフォルダを作ってその中

に保存します。なお、プログラム内容の意味は後で説明します。）

・コマンドプロンプトを開いてカレントディレクトリを移動する

コマンドプロンプトで[cd c:¥Source]（cd 自分のプログラムをおいたところ）と打ち実行。

・コンパイルする

[bcc32 lesson01.c]（bcc32 自分のプログラム名）と入力して実行。

＊注意

ここでエラーがでたらプログラムが間違っていることになるので要見直し

・実行する

[lesson01]（自分のファイル名から.c をとった状態）と打つ。

以上で終了です。
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ここで先ほどのプログラムの説明をしていきます。

#include <stdio.h>

int main( void){
printf( “エレ研です。よろしく¥n”);

printf( “%d+%d＝%d¥n”,1,1,1+1 );

return 0;
}

塗ってある部分は今のところ理解しなくていいところです。

書き出しはこのようにするものだと覚えておいてください。

よって今回理解するのは printf という関数だけです。

この printf は

printf(“ 打ち出したい文章 ”計算式 1,計算式 2,……,計算式 n);

という使い方です。

あと、サンプルの「打ち出したい文章」のところにあった %d や ¥n の意味がわからない

文字は

%d … 出てきた順番に計算式 1 からの答え(10 進数)を表示する。

＊注意 書く回数は後ろの計算式の数と同じにすること

¥n … 改行

という意味です。

このような特殊な文字はいくつかあり

%x … 計算式の答え（16 進数）を表示する

%o … 計算式の答え（8 進数）を表示する

%% … %を表示する ¥¥ … ¥を表示する

などなど、他にもあるので暇なときにでも自分で調べてみましょう。

プログラムの基本

・それぞれ処理の最後尾に「;（セミコロン）」を一個つけます。忘れやすいことなので注意

しましょう。

・プログラムのソース中にメモとして文章を入れたいときにはコメントアウトと言うのを

使います。コンパイルするときにはコメントアウトされた部分は無視されます。

コメントアウトの方法は二種類あります。

[// （文章）] … // のあとの一行すべてをコメントアウトします。

[/*（文章）*/] … /* と */ の間に挟まれている部分をコメントアウトします。


